
消費税改定に合わせた設定と処理について 
TPiCS バージョン 3.2 用 
 
2014 年 4 月に施行される消費税 8%に合わせ、TPiCS の消費税率設定を変更することにより以降の伝票

データ作成や、受注登録時に、設定に従った消費税率で消費税額を計算することができます。 

税法上、発注時には 5%で消費税額を計算していても、仕入先の出荷が 4 月に入っていた場合には、8%

にて消費税額が仕入先より計算されて請求されます。TPiCS 上の注残データは消費税率の設定変更で、

既存の消費税額は変わらず、4 月以降の納期のものも 5%になっており、通常の実績インプットでは 5%

消費税額を引き継ぐため、買掛テキストによる会計システムとの連携など行っている場合、実績データ

の修正が必要になります。 

2014 年 3 月 17 日リリースの 2014 年 3 月 3 日コンパイル版から納期日が 4 月以降の注残データの消費

税額を 8%にて再計算する調整する機能、実績データ、受注データ、出荷実績データを調整する機能が追

加されました。これをご利用いただき、4 月 1 日に「注残データの調整」を行い、以降の実績データを

8%にする方法と、注残データは 5%のままにし、月中の実績インプットは 5%、月次の締め処理の直前の

4 月中の実績インプットがすべて終わった時点で、「実績データの調整」により 4 月中の実績データのみ

8%に調整することが可能になります。調整機能は、システム環境設定で実行することができるので、運

用で使用する TPiCS のバージョンは変えずに、調整のときのみ、2014 年 3 月 3 日コンパイル版のシス

テム環境設定を使用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－①実績データの調整 

 ※注残データの消費税額を調整しなかった場合 

 締め処理にて実績データの消費税額を８%へ調整 

３月 

3 月に受注 5% 

3 月に発注 5% 

4 月に仕入時 8% 
４月 

２－②受注データを調整 

 消費税額が消費税 5%のデータを８％へ 

 ※税法上、受注時 5%になっていても、4 月に得意先へ

納入した物品は 8%消費税になるため 

4 月の締め処理時 

２－①注残データを調整 

 消費税額が消費税 5%のデータを８％へ 

 ※税法上、発注時 5%になっていても、4 月に仕入

先が出荷した物品は請求時 8%消費税になるため 

３－②出荷実績データの調整  

※受注データの消費税額を調整しなかった場合 

 締め処理にて出荷実績データの消費税額を８%へ調整 

５月 
5 月に納入時 8% 

4 月の出荷時 8% 

設定変更 

１－①環境設定の消費税 8%へ 

１－②単価マスターの消費税率の設定変更 

 ※単価マスターの消費税率を使用時 

１－③売価マスターの消費税率の設定変更 

 ※受注販売管理オプションをご利用し 

  売価マスターの消費税率を使用時 



2014 年 4 月 1 日時 

１－①環境設定の消費税率を 8%へ変更 

[システム環境設定]-[業務処理方法設定]-[金額・単価・税・原価]-[実績単価等] 

「消費税率％」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この設定により、単価マスターの課税区分が１で、消費税率が０の単価設定が伝票作成時、適用され

るときに 8%にて、消費税額が計算されます。 

 

１－②単価マスター消費税率 8%へ変更 

単価マスターの課税区分が１で消費税率 5 設定されているデータを 8 に変換 

消費税率０の場合、１－①の設定に従います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絞込みと一括変換により、一気に変更することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

→8

→8
→8
→8

課税区分１で消費税率が設

定されているデータを 8%
課税区分１で消費税率0のデータ

は、１－①の設定に従い、伝票作

成時に 8%計算するため変更不要 



１－③売価マスター消費税率 8%へ変更 

※受注販売管理オプションご利用時 

売価マスターの売価設定で、課税区分が１で、消費税率 5 設定されているデータを 8 に変換、消費税

率０の場合は、１－①の設定に従います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－①注残データの調整 

[システム環境設定]-[データメンテナンス]-[随時チェック処理]-[消費税率改正に伴うデータの調整]の 

「注残データの調整」にて、完成予定日（NDATE）が 4 月以降の注残データの消費税額が 5%で計算

されているデータを 8%に再計算し消費税額を書き換えます。 

これにより調整された注番の実績インプット時に、注残上の消費税額 8%で処理されます。 

調整は、未完の注残データ、完了済みも対象にし、完了予定日が 4 月以降の消費税額が 5%で計算され

ているデータを探し、該当するデータを 8%に書換えの処理なので、なんどでも実行可能です。再度調

整時、意図して手修正にて 5%の戻したデータも変換の対象になります。 
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２－②受注データの調整 

※受注販売管理オプションご利用時 

[システム環境設定]-[データメンテナンス]-[随時チェック処理]-[消費税率改正に伴うデータの調整]の 

「受注データの調整」にて、出荷計画日（NDATE）が 4 月以降の受注データの消費税額が 5%で計算

されているデータを 8%に再計算し消費税額を書き換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３－①実績データの調整 

[システム環境設定]-[データメンテナンス]-[随時チェック処理]-[消費税率改正に伴うデータの調整]の

実績データの調整にて、完成日（FDATE）が 4 月以降の実績データの消費税額が 5%で計算されてい

るデータを 8%に再計算し消費税額を書き換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－②出荷実績データの調整 

※受注販売管理オプションご利用時 

 [システム環境設定]-[データメンテナンス]-[随時チェック処理]-[消費税率改正に伴うデータの調整]の

出荷実績データの調整にて、出荷完成日（FDATE）が 4 月以降の実績データの消費税額が 5%で計算

されているデータを 8%に再計算し消費税額を書き換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


